
質問項目 質問内容 回答 更新日

1 別記①令和６年度離職者等委託訓練計画

一覧表にある内容での訓練のみの募集でしょうか。
医療事務分野で検討しています。短期間や短時間、また
は医療事務と調剤薬局の２科目のコースなど、一覧表に
ない訓練は今後募集予定はありますか。

令和６年度離職者等委託訓練は、別記①令和６年度離職者等委託訓
練計画に記載のものが全てです。
令和６年度分の訓練について、今後募集する予定はありません。

R6.1.25

2
募集要項第１　３委託業務内容
２９ページ（５）就職支援体制

社内にキャリアコンサルタントがいない場合は就職支援担
当者のキャリアコンサルタントは外部に委託してもよろしで
しょうか、また、キャリアコンサルティングはWEBでの実施
は可能でしょうか。

キャリアコンサルタントを外部委託することは可能です。
キャリアコンサルティングの実施にあたっては、オンラインによる訓練
の要件「別記①実施計画（補足）（１３）オンラインによる訓練について」
に記載の要件を満たした場合に限り、オンラインによる実施が可能で
す。

R6.1.25

3
仕様書（知識等習得コース）38ページ
（ア）訓練実施施設　①訓練会場　会場の広
さ、設備

事務室は教室と完全分離とのことですが、事務は名古屋
市で行い、通所研修のみ岐阜市で行う形式でも良いでしょ
うか。
（聞き取り補足：教室に訓練と関係のない社内の者がいて
も良いか）

仕様書p38に記載のとおり、事務室は教室と同一又は近隣の建物内に
ある必要があります。訓練生が効率よく、快適に訓練を受ける事がで
きるよう、教室に訓練と関係のない社内の者が常駐する状況は避けて
ください。

R6.2.7

4
仕様書（知識等習得コース）31ページ
（5）訓練受講者の自己負担

教科書の「低廉な額」とは、具体的にどの程度の金額で
しょうか。

様式第１０号に記載のとおり、概ね１万５千円以内です。ただし、訓練
期間が３ヶ月を超える場合は２万円以内とすることも可能です。

R6.2.7

5
仕様書（知識等習得コース）30ページ　３　委
託業務内容
（2）受講定員

例えば、定員20名で応募が25名あるとします。受講を進め
るに当たって、ある程度のレベルを合わせる目的（あまりに
初心者とベテランが混在するとカリキュラムの進行に支障
があると思われる）で、面接・筆記試験で受講生を絞った
結果、受講者が10名とか8名になる場合でも、開講しても
支障ないでしょうか。あるいは、こうした受講生の選抜はで
きないのでしょうか。

開講可能最少人数は定員の２／３以下で任意に設定が可能です。但
し、公共職業訓練の趣旨に鑑み、レベルを合わせる目的で選考するこ
とはできません。

R6.2.7

6
募集要項　7ページ　第５　評価に係る事項
２プロポーザル評価会議
④注意事項

参加人数は2名までとのことですが、オンライン研修のメイ
ン講師は在宅勤務者（三重県在住）を予定しており、評価
会議でリアル参加でなく、オンライン参加は可能でしょう
か。

募集要項p7に記載のとおり、パソコン、プロジェクター等の機材は使用
できません。このため、オンライン参加はできません。

R6.2.7

令和６年度離職者等委託訓練委託業務のプロポーザルに関する質疑一覧



質問項目 質問内容 回答 更新日

令和６年度離職者等委託訓練委託業務のプロポーザルに関する質疑一覧

7
募集要項別表1（評価項目及び配点）（ア）知
識等習得コース
　過去の就職率

「過去の岐阜県離職者等委託訓練就職率（同一の訓練分
野にかかる実績とする。）」
とあり、「同一の訓練分野」とは、今回「デジタル分野 DX推
進スキル標準」を申し込む場合、令和5年度に完了した「知
識等習得コース　産業人材育成」（内容はＰＲＡ等の訓練」
は該当しますか。また、令和5年度の就職実績は、実績と
して上げることはできますか。

令和５年度に岐阜県で行ったRPAの訓練はデジタル分野になりますの
で、デジタル分野であれば同一の訓練分野となりますが、過去の就職
実績は令和３年度及び令和４年度に実施した訓練を記載していただく
ため、様式第６号に令和５年度の訓練を記載することはできません。

R6.2.7

8
様式16号
（備考）欄の注意書きについて

注意書きの「3」について
16号様式の左端欄の「カテゴリー」に、「サブカテゴリー」と
「スキル項目」がありますが、右端欄の「訓練カリキュラム
のチェック✔」欄において、
「サブカテゴリー」欄の、すべての「スキル項目」に対して、
✔が入っていなければならないのでしょうか？

右端の「訓練カリキュラムのチェック」欄に１つでもチェックが入る状態
であれば、左端のカテゴリーに該当するとして構いません。「スキル項
目」で１つ以上のチェックが入ったカテゴリーが複数あることが、DX推
進スキル標準の訓練要件の１つです。

R6.2.9


